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平成28年度 酒田市社協事業計画
１�市民による支え
合い活動の推進

新・草の根事業の推進 学区・地区社協が主体となり取り組んでいる支え合い活動「新・草の根事業」の推進と
支援
※�新・草の根事業：①学区・地区社協運営事業②見守りネットワーク支援事業③合同研
修事業④ふれあい給食事業⑤地域あんしん事業⑥地域交流サロン事業⑦介護予防
講座事業

新たな地域支え合い活動の
仕組みづくり

地域課題の把握、共有、解決に向けた仕組みづくりの推進と支援／研修会開催の支援
／活動の担い手育成の推進

介護保険法改正への対応 生活支援サービス等について検討する「協議体（市が設置予定）」への参画／地域の
関係機関との連携／地域福祉活動と市社協介護事業等との連携

共同募金・日本赤十字活動 「山形県共同募金会酒田市支会」、「日赤山形県支部酒田市地区」として活動
２�高齢者、障がい
者等の権利擁護

福祉サービス利用援助事業
／法人による成年後見事業

認知症や障がい等で判断能力が十分でない方への金銭管理等の支援／生活や介護
等に必要な手続きや財産管理等の実施

障害者差別解消法への対応 法律について地域の集まりや会報等で周知
３低所得者への
  支援

生活困窮者自立支援事業
（生活自立支援センターさ
かた）

生活に困窮している方の仕事、家計、生活等に関する相談受付と自立に向けた支援／
フードバンクを活用した困窮者への食料品提供／ひきこもりやニートについての相談

生活福祉資金／たすけあい
資金貸付

低所得世帯等が生活の安定や立て直しを図ることを目的とした資金貸付相談と申請
受付等

４�ボランティア等
市民活動の振興
と支援

ボランティアセンター／公
益活動支援センター

ボランティア・市民活動の振興、相談、講座や交流会の開催、情報発信、福祉教育等

社会福祉法人等への地域公
益活動参加の働きかけ

社会福祉法人等を対象とした勉強会の開催、
協議の場づくり

５災害対策の実施 災害ボランティアセンター 設置・運営訓練、センターについての理解促進、研修会開催、関係団体等との連携強化

被災地支援／本市への避難
者支援

東日本大震災被災地等への支援活動のサポート／避難者の相談受付、訪問、交流の
場づくり等

６相談事業 窓口相談、心配ごと相談 窓口での各種相談（随時）／心配ごと相談所の開設
７�介護及び障がい
福祉サービス事
業

介護保険サービス事業 居宅介護支援（ケアマネジメント）、訪問介護（ヘルパー派遣）、通所介護（デイサービス
センターいずみ・松山）、認知症対応型通所介護（デイサービスセンターいずみ）

障がい福祉サービス 障がい児・者の相談支援、障がい児・者への訪問介護
地域包括支援センターにい
だ

担当区域（浜田・若浜・飛島）における介護・福祉等の相談、介護予防、認知症の理解促
進等

８�広報・顕彰・慰霊 広報／功労表彰／戦没者追悼 会報発行、ホームページの充実／福祉活動尽力者の表彰／戦没者慰霊と恒久平和祈念
９�法人運営、施設
管理

適正な法人運営と施設管理
等

社会福祉法改正への適切な対応、適正な事務及び会計処理、地域福祉センター・やま
ゆり荘・福祉バス等の管理運営、支部運営（八幡・松山・平田）

事業名 予算額
会費 15,330 
寄附金 1,000 
市・県社協補助金 105,220 
市・県・県社協受託金 67,222 
事業収入 4,251 
貸付事業償還金 5,000 
介護保険事業 234,248 
障がい福祉サービス等事業 15,755 
雑収入 879 
受取利息配当金収入 842 
積立資産取崩収入 2,339 

事業名 予算額
法人運営事業 110,507 
社会福祉基金事業 4,181 
施設管理運営事業 8,835 
福祉バス管理運営事業 12,368 
新・草の根事業 17,861 
地域支え合い事業 1,294 
福祉サービス利用援助事業 4,684 

事業名 予算額
法人後見事業 1,887 
生活福祉資金支援事業 847 
生活困窮者自立支援事業 17,935 
たすけあい資金貸付事業 5,000 
その他、地域福祉事業 4,803 
介護サービス事業 248,339 
地域包括支援センター事業 29,158 
共同募金事業 11,198 
ボランティアセンター事業 12,057 

合　　　計 490,954 
※�収入合計と支出合計の差額（1,435千円）
は繰越金を充当

収入� 単位：千円

支出� 単位：千円

事業名 予算額
各区分間繰入金収入 36,945 
契約保証金返還金 488 

合　　　計 489,519

予 算 概 要（平成28年度当初予算）

買物や除雪等生活に困りごとを抱える高齢者、孤立死等、地域には様々な課題があります。地域の皆が「明
日は我が身、お互いさまの心」を持って支え合えたらいいのでは…と感じていらっしゃる方も多いのではない
でしょうか？そのようなことを地域の皆さんと一緒に考えていきます。

生活保護に至る前に自立に向けての方法を一緒に考え支援します。

災害時、必要と判断された場合に設置。ボランティアの受入れ体制を整備し、被災者の生活の自立を支援するものです。

　

市
民
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
酒

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面

を
介
し
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
は
、
皆
さ
ま
か
ら
、
会
費
や

日
赤
社
費
、
共
同
募
金
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

そ
れ
だ
け
公
的
な
役
割
と
責
任
が
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
私
た
ち

は
、
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
業
務

に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
が
同
時
進
行
す
る
地
域
社
会
で

は
、
日
常
の
生
活
課
題
が
い
よ
い
よ

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

で
暮
ら
す
う
え
で
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
て
も
、
制
度
の
狭
間
に
あ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
い
場
合
へ
の
対

処
、
孤
立
死
防
止
、
生
命
・
財
産
に

係
る
権
利
擁
護
な
ど
が
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
ま
た
、

「
平
時
の
活
動
な
く
し
て
非
常
時
の

活
動
な
し
」
と
の
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振

興
と
災
害
時
の
対
策
を
、
待
っ
た
な

し
で
求
め
て
い
ま
し
た
（
こ
の
た
び

の
熊
本
地
震
も
同
じ
で
す
！
）。

　

社
協
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
福
祉

課
題
を
受
け
止
め
、
従
前
事
業
に
加

え
て
、
住
民
を
中
心
と
し
た
地
域
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
成
年
後

見
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
V
C
）
の
開
設
と
災
害
V
C
の
設

置
訓
練
な
ど
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
（
受
託
事

業
）
も
開
始
し
、
時
代
の
要
請
に
応

え
て
、
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

28
年
度
は
、
こ
の
ほ
ど
策
定
し
た

第
3
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
28
～

32
年
度
）
の
初
年
度
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
・
発
展

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
差
別
解
消
法
と
改
正
社
会
福
祉
法

の
施
行
年
度
、
介
護
保
険
制
度
改
正

へ
の
対
応
策
を
検
討
す
る
最
終
年
度

で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
や
地

域
と
連
携
し
て
、
各
法
制
度
が
求
め

る
姿
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
協
は
、
地
域
福
祉
と
介
護
、
法

人
運
営
の
三
部
門
を
有
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を

強
み
と
し
て
三
部
門
連
携
の
質
を
高

め
、
か
つ
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
り
、

「
地
域
と
と
も
に
考
え
、
行
動
す
る

社
協
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
平
安

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

会長　阿部 直善

地
域 

と
と
も
に 

考
え
、 行
動
す
る
社
協
を
目
指
し
て

　社協会費は、地域福祉を進めるための事業に使わせ
ていただいております。日赤社費は、日本赤十字社（日
赤）が行う、災害救護や難民救援などの人道的活動の
経費となります。

　地域に暮らす皆さん、地域の団体、関係者・
関係団体などの参加と協力のもと、地域の人び
とが住み慣れたまちで安心して生活することの
できる「福祉でまちづくり」を目指して活動し
ている団体です。
※�社会福祉法に基づき、地域福祉の推進を目的に
設置された、営利を目的としない民間組織です。

 社会福祉協議会（社協）は、 社協会費   日赤社費へのご協力
　 いつもありがとうございます

　 平成28年度 １世帯  社協会費500円 　　　　　　　　　　  日赤社費700円
のご協力をお願い申し上げます。

※納入は自治会等を通してお願いしております。

社会福祉法改正への対応

酒 田 市 社 協 会 報（平成28年 ６ 月15日）酒 田 市 社 協 会 報（平成28年 ６ 月15日）　⑶ ⑵



障がいのある人もない人も
共に暮らせる社会をめざして 障害者差別解消法 がスタートしました平成28年4月

障
が
い
っ
て
な
に
？

　

例
え
ば
、
目
が
見
え
な
い
、
歩
け
な
い

な
ど
、
そ
の
人
の
心
身
の
性
質
、ま
た
、そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
「
生
活
の
し
づ

ら
さ
」
の
両
方
を
い
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
場
合
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
生
活
し
づ
ら
く
な
る
の
は
、
そ

の
人
の
性
質
だ
け
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
性
質
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
そ
の
性

質
の
な
い
人
よ
り
も
不
利
に
な
っ
た
り
す

る
よ
う
な
社
会
の
し
く
み
や
社
会
の
中
の

バ
リ
ア
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
社
会
と
人
と
の
か
か
わ
り
か
ら
生
活
の

し
づ
ら
さ
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
っ
て

ど
ん
な
法
律
？

　

日
本
で
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
障
が

い
を
理
由
に
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
（
障
害
者
基
本
法
）。

こ
の
た
び
の
法
律
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
差

別
な
の
か
、
ま
た
、
差
別
を
な
く
す
た
め

に
誰
が
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
か
を

表
し
て
、
差
別
の
な
い
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

実
現
の
た
め
、
国
民
は
差
別
が
な
く
な
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

酒
田
で
暮
ら
し
て
い
る
何
人
か
の
方
た
ち
に
、
差
別
に

つ
い
て
思
う
こ
と
、
生
活
の
中
で
よ
か
っ
た
気
づ
か
い
な

ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
な
い
人
に
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
生
活
の
中

で
困
る
こ
と
や
助
か
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
違
う
よ
う
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
に
も
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
よ
い
法
律
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
せ
る
社

会
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
少
し
ず
つ
知
恵
と

　
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る

よ
う
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
役
所
と
事
業
者
に
は
法
的
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　
障
が
い
を
理
由
に
不
当
な
差
別
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
配
慮
を
し
な
い
こ
と
も
差
別
に
あ
た

り
ま
す
。
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で

対
応
し
ま
し
ょ
う
。
重
す
ぎ
る
負
担
が

あ
る
と
き
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
説

明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

☆
役
所
に
は
法
的
義
務
、
事
業
者
に
は

努
力
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※�

具
体
例
と
イ
ラ
ス
ト
…
内
閣
府
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
よ
り

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
、
そ
の
人
に
合
っ
た
配
慮
（
合
理

的
配
慮
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

軽度の知的障がいがあるEさんより
知的障がい者…一般的には、言葉の理解や計算など知的機
能の障がいにより日常生活に支障のある人たち。得意なこと、
苦手なことは人によって様々です。Eさんの場合、日常生活
のことは大体自分でできますが、会話の中で思うことが上手
く伝わらず誤解を受けてしまうことがあるそうです。

視覚障がい者卓球サークル「STT
ひまわりの会」のみなさんより
視覚障がい者…見ることに障がいがあります。全
く見えない、少し見える、一部分だけ見えるなど、
見え方や程度は人によって様々です。

○点字ブロックの上に自転車や物を置かな
いでほしいです。
○お店に入った時、出来ないことは申し出
るので快く応じてほしいです。
○往復切符を買った時、「これが行きの切符、
こちらは帰り」と別々に渡してくれて、わ
かりやすかったです。
○お店でお釣りをもらう時、先にお札、次に
コインと分けて渡してくれるのは、わかり
やすいです。

盲ろう者のAさん・Kさんより
盲ろう者…目と耳の両方に障がいを持って
います。前述の視覚障がいと同じく、見え
方や聞こえ方の程度は人によって様々です。

○以前、職場で、「人が来た気配を感
じろ」「ちゃんと聞け」と言われ、差
別だと感じました。
○障がいの程度は人によって様々です。
補聴器をつければ聞こえる、大きく
書けば伝わるという単純なもので
はありません。そのことを理解して、
障がい者ともっともっと触れ合って
ほしいです。
○信号機に音声、役所の書類に点字
がほしいと感じることがあります。

例
え
ば
…

例
え
ば
…

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

優
し
さ
を
持
っ
て
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
障
が
い
の

あ
る
人
の
こ
と
を
知
り
、
お
互
い
に
よ
い
接
し
方
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
酒
田
に
は
、

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
行
動
し
て
い
る
人
が
す
で
に
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
よ
り
さ
ら
に
増

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

なんの配慮もないと…
（みんなが無関心だと…）
会議の内容が
わからない…
参加できない

その人に合った
配慮があると…
会議の内容がわかる
参加できる

その人に合った
配慮があると…

指示を理解できる
仕事に参加できる

仕事がうまく
できないかも…

例① 会議の場で…

例② 職場などで…

耳がよく
聞こえない人

１度にいくつかの
指示をされると
理解が難しい人

なんの配慮もないと…
または、はじめからできない
だろうと決めつけていると

【例】
・手話通訳
・要約筆記
・筆談など

【例】
・指示は１つずつ
・ゆっくり短い
  言葉で説明
・見本を示すなど

社
会
の
中
の
バ
リ
ア
や
差
別

その人に
合った配慮
（合理的配慮）

障がいを理由に
受付の対応をしない。

本人を無視して支援者
にだけ話しかける。

意思を伝えあうために
絵や写真のカードや
タブレットなどを使う。

障がいのある人の特性に
合わせて座席を決める。

○職場で指示を受けた時、真面目にやらなくてはと
思い「はいはい…」と何度も言ってしまう。「わか
ってないみたいだからやめた方がいい」と言われ
たが直せない…
○仕事をちゃんと見て褒めてくれる人もいたけど、見
下す人もいました。いじめのない社会になってほ
しいです。
○アパートを探す時、支援センターの人が間に入って
くれてよかったです。
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社
協
っ
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？

ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
写
真
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

写
真
で
見
る
社
協
事
業

写
真
で
見
る
社
協
事
業

PHOTO
社協

　高齢で一人暮らしの方の見
守り活動などを行う「福祉協力
員」について、寸劇を通してみ
んなで学びました。出演は、山
寺地区社協、包括支援センタ
ーまつやま、市松山総合支所
の皆さん、市社協のスタッフ
です（^o^）

 2011年３月11日から５年。今年も酒田市と共催で
「東日本大震災追悼の集い」を開催しました。
　参加者全員で、犠牲になられた方々へ黙とうを捧げ、
被災地の復興と震災後酒田へいらっしゃった方々へ
の応援を誓いました。式典の後は、「癒しのコンサー
ト」を行いました。（3/6 地域福祉センターにて）

　会員同士の交流を深め、ともに支え合う地域づくりを目的としています。この
日のために練習を重ねた出演者の皆さん、出演者に刺激を受けた参加者の皆さ
ん、みんな大盛り上がりでした！今回は出演していないけれど「私もやってみよう！」
とおっしゃる方も（^o^） 老人クラブに参加している皆さんはとっても元気です！
あなたも参加してみませんか？

　上野谷加代子先生（同志社大学大学院社会学研究
科教授）より、これからの地域福祉活動などについて
お話していただきました。笑いを交えた関西弁のお話
に、参加者は楽しく、そして、熱心に耳を傾けました。

福祉協力員の活動を寸劇で♪

11/19　松山山寺地区合同研修会・
地域包括ケア会議

2/26　酒田市社協合併10周年記念講演会

唄って・踊って♪ みんな元気です♪

3/14　老人クラブ連合会平田支部
（事務局 市社協）　　　　 「高齢者相互支援のつどい」

上野谷加代子先生♪

　たすけ上手、
たすけられ上手に
なりましょう（＾o＾）

　今年もたくさんの方にご参加いただきました。
参加した方からは「皆さまの取り組み、喜び、生
き甲斐にふれることができて良い刺激を受け
ました。皆さんに負けないように頑張りたいと
思っています。」などステキなご感想をたくさ
んいただきました。

2/20　しりあう   つながる   何か生まれる‼ かもしれない⁉
ボランティア・市民活動交流会

交流タイム♪ PRタイム♪
この出会いで新たな何かが生まれますように♪

市民活動グループが
それぞれの活動を紹介しました♪

SAKATAローゼン・コールのみなさん

ルリアールのお二人

　会場には、たくさんのボランティア
さんが参加してつくった灯ろうを飾り
ました。

3/30　社会福祉法人の
地域公益活動に関する勉強会

　社会福祉法人の地域公益活動を責務とする「社会福
祉法等の一部を改正する法律」が3/31に成立しました。
それに先立ち、社会福祉法人の方たちを対象に勉強会
を開催しました。講師は山形県社協の中沢秀夫事務局
次長（当時）。法律の改正などについてわかりやすくご説
明いただきました。 みんなで施設見学♪

一人暮らし高齢者の交流事業「むつみ会」

　八幡支部の一人暮らし高齢者交流事業「むつみ会」の
研修として、さみだれ大堰や清河八郎記念館等の施設
見学を行いました。

＊勤務先が小高にあり、震災で酒田に避難してきま
した。勤務先、地域の方々、PTAの方々に親切に
していただいて感謝しています。いつかは恩返しが
出来ればと思っております。

＊震災から５年。時々帰省をしますが、復興してい
るのか、バラツキがあります。復興よりオリンピック…。
５年たっても冬場の雪と曇り空には慣れません…。

＊日頃より、ご支援感謝いたしております。雪のあ
る生活にも少しずつ慣れ、楽しめるようになってき
ました。子供達も毎日元気に過ごしております。
震災から５年。今後のことはまだわかりませんが、
どの土地にいても自分の身を守れるよう子供達に
伝えていきたいと思っています。

＊あれからもう５年！でも震災・原発事故・
Fukushimaを決して忘れない。忘れてはいけない。
そして多くの方々に助けられ今と未来があることも。

＊東日本大震災の忌まわしい記憶も薄れがちの今
日この頃、避難生活５年目となりました。この間、酒
田市、社協の担当の方、及び市民の皆様からの、地
域の情報等あたたかい心遣いにより私ども夫婦も
毎日元気で楽しく過ごさせて頂いております。心か
ら感謝いたしております。今後は、酒田市に定住を
決めましたので、一市民として、頑張って参りますの
でよろしくお願いいたします。

震災後酒田へいらっしゃった方たちからのメッセージ
（当日会場でご紹介したものの一部です）

酒田市社協では、ひき続き、避
難者生活支援相談員を配置し、
訪問活動や交流の場づくり、情
報提供などを行っています。

　地域での「自然な見守り」
が難しくなっている時代…。
将来の子どもたちのためにも
「自覚した見守り」の練習を
　　してみましょう。
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◆熊本地震で被災された方への
　義援金を受付けております
◇�「平成28年熊本地震」で被害にあわれた皆様
に、心からお見舞い申し上げます。酒田市社
協では、義援金を受付けております。いただ
いた義援金は日本赤十字社へ送金いたします。
●受付場所／
　酒田市地域福祉センター（市社協窓口）
　市社協３支部（八幡・松山・平田）
　＊窓口は平日午前８時30分～午後５時15分
　＊住所は１ページをご覧ください。
●受付期間／平成28年６月30日まで（5/1現在）
※�振込による送金もできます。詳しくは酒田市
社協へお問い合わせください。

◆ボランティア活動保険のご案内
◇�ボランティア活動中にケガをしてしまった、
物を壊してしまった…などの事故を補償する
ものです。万が一の備えとして、ご加入をお
勧めしています。
●補償期間／加入日の翌日から年度末（3/31）まで
※�年度ごとの補償です。前年度に加入された方
も新たに手続きが必要です。
●保険料／300円～（１人） ＊プランで異なります。
●申込・問合せ／ボランティアセンター
　☎︎24‐2626・FAX 24‐6299
　（平日 午前８時30分～午後５時15分）

◆生活自立支援センターさかた
◇�仕事や生活などでお困りの方を専門のスタッ
フが、一人ひとりの悩みに寄り添い、課題解
決に向けて一緒に考え、支援を行います。
●開設日／月曜日～金曜日
　　　　　（土日祝日年末年始を除く）
●時　間／午前８時30分～午後５時15分
●場　所／酒田市地域福祉センター（新橋2-1-19）
●電　話／25-0350（直通）
●E-mail／jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

◆ひきこもり相談
◇�「自宅中心の生活をしている」など引きこも
りに関する相談ができます。悩みを話してみ
ませんか。ご家族からの相談でも大丈夫です。
●日　時／7/28㈭、9/29㈭、11/25㈮
　　　　　午後１時30分～午後３時
●場　所／酒田市地域福祉センター（新橋2-1-19）
●相談員／�自立支援センターふきのとう、保健師など
●申込・問合せ／３日前まで下記へ（各回２名まで）
　生活自立支援センターさかた ☎25-0350
　E-mail:jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

◆心配ごと相談
◇�健康、法律、医療、高齢者、女性及び児童問題など
様 な々心配ごとについて、人権擁護委員が相談を
受け、問題解決のお手伝いをします。（来所相談）
●開設日／原則　毎月第１・３・５火曜日
●時　間／午前９時～正午
●場　所／酒田市地域福祉センター（新橋2-1-19）
●問合せ／酒田市社協☎︎23-5765・FAX 24-6299
　　　　　（平日 午前８時30分～午後５時15分）

㈱三栄電機工業 代表取締役 大沼三也 様
　 �  軽自動車1台
藤塚ふれあいの会 様 �  手編み作品24点
（靴下、帽子、ネックウォーマー、マフラー、ひざかけ）
富士見小学校児童会 様 �  20,000円
伊藤政一 様 �  4,341円
酒田飽海更生保護女性会 様 �  20,000円
阿部千代吉 様 �  2,600円
カーブス セイムス鶴岡大塚店 様 �  食料品
匿名 �  5,330円
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地球にやさしい再生紙を使用しています

相談窓口
＊相談は無料です。秘密は固く守られます。

心配ごとや困りごと
がありましたら、
当社協までお気軽に
ご相談ください。
＊窓口の住所、連絡先は
１ページをご覧ください。

本会報に関するご質問などがありましたら
お気軽にお寄せください。

◆あたたかいご寄付ありがとうございます
㈱エフワーク 様 �  100,000円
匿名 �  大人用紙おむつ
酒田市消費者の会 様 �  15,400円
匿名 �  13,000円
酒田電気工事協同組合 彩の会 様 �  11,129円
酒田市広野ともしび会 様 �  24,643円
特定非営利活動法人 山形人権フォーラム 様
　 �  100,000円
匿名 �  30,000円
※敬称略　平成28年２月４日～平成28年４月19日まで
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